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はじめに

ヨーンベ語(kiy06mbe)というのは、コンゴ民主共和国 (1日ザイール〉の西端の大西洋に

面する地域に話されるパントゥ系の言語であり、コンゴ語:(kikoogo)の一方言である。l)

このkiy06皿beというのは自称で、他称はkibwaalaである。なお、コンゴ語には、一般的に

認められた標準コンゴ語というものはなく、互いに差異を示すコンゴ語諸方言が話されて

いるようである。同国バンドゥンドゥ州には Kikoogoya l' ~tatと呼ばれる共通語が話さ

れているが、同国のコンゴ語の中心地域の人々はそれを自らの言語とすることを拒否した

と聞いている。なお、筆者は、後に、隣国であるコンゴ共和国のプラザピルで、同じくコ

ンゴ語諸方言の一つであるラーリ語(tilaari/kilaari)を調査し、湯川(2004)でその分析

結果の一部を公表した。

本論文でこの言語の表記に用いる子音字とその概略的音価は、次の如くである。ほぼ、

慣用的正書法に従う。

b ([b])， d ([d])， f ([fJ)， g ([g])， k ([k])， kh ([kh])， 1 ([I])， m ([m])， 

o ([0])， oy (与])， p ([p])， ph ([ph])， s ([s])， t ([t])， th ([th])， 

ts ([t，ch])， v ([v])， w ([w])， y ([j])， z ([z])， m/o (子音前鼻音).

母音字は、次の通りである。

i ([i])， e ([e])， a ([a])， 0 ([0])， u ([u]). 

2) 

この言語においては、長母音が非常に目立ち、たとえば動詞語幹第一音節(あれば)は常

に長い。

アクセントは、母音字上のノで「高Jを、無印で「低Jをあらわす。 r高Jの直後に子

音前鼻音があれば、高く発音される。

この言語における人称主格・対格接(頭)辞3)の形は、次の適りである。

主格対格 主 格 対 格

単数1人称 od i/No1
) N 複数l人称 tu tu 
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